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告 示

島根県告示第576号

平成30年島根県告示第409号で告示した次の大規模小売店舗について、大規模小売店舗立地法（平成10年法律第91号）

第８条第１項の規定により、出雲市から意見を聴取したので、同条第３項の規定によりその概要を告示し、当該意見を縦

覧に供する。

平成30年８月21日

島根県知事 溝 口 善兵衛

１ 大規模小売店舗の名称及び所在地

ＳＵＰＥＲ ＣＥＮＴＥＲ ＰＬＡＮＴ出雲店 島根県出雲市塩冶町字善光寺1291番外

２ 意見の概要

意 見 理 由

 車両が駐車場から道路へ出る際に、左右の安全  店舗立地予定地周辺には、中学校の通学路に指定され

確認が容易にできるよう十分な視界を確保するこ ている路線もあるほか、一般交通も含めて、朝夕には多

と。 くの歩行者・自転車の通行も見込まれる。

よって、店舗駐車場から道路へ出る際の接触事故を防

ぐため、出入口付近には高い壁・植樹等の設置を避け、

安全確認が容易に出来る環境にしておく必要があるた

め。

また、駐車場から道路に進出する車両等に対し、標示

等により停止を促す措置を講じる必要がある（駐車場が

歩道に面しているため、出入り口付近に歩道手前で停止

を促す措置を講じること。）。

 開発区域周辺道に交通渋滞を招かないよう、公  店舗東側の市道は通行車両が多いことが予想され、開
１

安委員会、各道路管理者と協議の上、対策を講じ 店後は周辺の市道でも交通量の増加が予想されることか

ること。 ら、混乱・事故が生じないように対策を講じておく必要

があるため。

 店舗開店直後などの繁盛期には、適宜、交通整  平素より多くの来客が見込まれる際は、車両を停滞さ

理員を配置するなど、十分な渋滞対策を講じるこ せることなく、安全かつ円滑に進行させるため、適宜、

と。 交通整理員の配置が必要であるため。

この付近は出雲二中のかなりの人数が登下校のため自

転車で通っている。

この付近の交差点は複雑かつ多数あることから、安全

確認がしづらい。

鉄道高架下の東西道路は狭いが、交通量が多く、毎年

自転車事故が多く発生している。

 工事に伴う工事車両の出入りの際に、タイヤ付  道路法第22条（工事原因者に対する工事施工命令等）

着土砂、積載物の落下などにより道路・水路が汚 及び道路法第58条（原因者負担金）による。

損・破損しないよう注意すること。

また、道路・水路が破損、汚損した場合は、速

やかに関係機関に連絡するとともに、原形に復旧
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２ すること。

なお、工事着手前に道水路管理者と道路面の状

況等確認の立会いを行うこと。

 道路上に広告看板、のぼり旗等を設置しないこ  道路法第32条（道路の占用の許可）による。

と。

 診療所の利用者に対し、交通渋滞による余計な  診療所の利用者は、体調不良を抱える患者及びその付

負担を与えることの無いよう、渋滞回避策（交通 き添い家族であり、これらの方々には、早く楽になりた

状況の確認及び予測、交通誘導等）を行うこと。 い／楽にさせてあげたいという心理が大きく働いてい

特に、施設新設後の一定期間はもとより、通年 る。

の平日夜間（18時から21時まで）、日祝日（８時 このため、渋滞により診療所到着が遅れた（若しく

３ から17時まで）、連休（年末年始を含む。）につ は、待たされた）という状況に遭遇した際には、大きな

いては、適切に交通状況の確認及び予測をし、実 問題となることが必然的に予想される。

効性のある渋滞回避対策を講じること。 また、あってはならないことではあるが、渋滞を起因

とした患者の重篤化や死亡事故等が生じる可能性をも視

野に、危機管理として十二分な検討及び対応をいただき

たい。

 店舗立地場所は、騒音規制法及び振動規制法に  騒音規制法及び振動規制法に基づく届出書類

基づく地域指定された指定地域内にあり、著しい

騒音・振動を発生する施設を設置する場合は「特

定施設設置届出書」を提出すること。

 早朝の荷さばき作業による騒音について、通常  周辺住民等の生活環境に悪影響を及ぼす懸念があるた

行う騒音対策にあわせ徹底した騒音（防音）対策 め。

を行うこと。また、搬入車両について近隣住民の

安眠を妨害することがないよう検討し実施するこ

と。

長時間使用する室外機、受電設備等の稼働時に

発生する騒音について、防音及び防振対策を講ず

ること。早朝及び夜間における近隣住民の安眠を

４ 妨害することがないよう防音対策を講ずること。

また、機器に異常が発生した場合は、速やかに修

繕すること。

敷地内に照明等設置する時は周辺の住宅に影響

を与えないよう十分配慮すること。

店舗に設置される排気施設について、排出され

る臭気が近隣住民の生活に支障を生じさせないよ

う配置や構造に配慮すること。

 周辺の住民や事業所等に当該事業についての事  周辺住民等に対し責任ある対応を求めるため。

前説明を行うこと。

周辺住民等から公害等に関する苦情があった場

合には、誠心誠意対応し、その解決に向け努力す

ること。

３ 縦覧場所
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出雲市経済環境部商工振興課（出雲市今市町70番地）

４ 縦覧期間

告示の日から１月間
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